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【起 源 植 物 】 ツ ル ド ク ダ ミ 乃 ゴ招 切 物 ″ガ ガ ガ 冴 肋
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Polyttonaeae

(漢名)

《何 替 島 》③
塊状根

タンニン、アンスラキノン類、澱粉、脂肪油

気味は苦甘渋温、帰経は肝腎に属す

0滋 陰、強壮、益精補血

●潟下作用は穏やか。脇燥便秘、整陽に、1日 10～20g

●

●白装を黒くするとかつてブームになった

0補 時に働くので実際に髪を黒くしたり育毛の効能がある

0消 化が良いため、虚すれど補益性を受けない者に適している

●血中コレステロール低下作用や血構降下作用が確盟されている

0生 の根200g、ホワイトリか1.8夕、 lヶ月以上熱成ゃ強壮に薬用酒、1日20～30滅

●何首烏 甘 、添縮種子Ⅲ黒髪悦顔、長生不死。 (薬性歌)

●可首烏は補肝に、熱地費は補腎に力が強い

0可 首烏には抗アナフィラキシー作用があるという

0当 帰飲子、可首鳥丸

《夜 交 膝 》
車蓋

不鮮

気味は苦甘平、帰経は心肝に属す

0安 神 ・養血活絡

●神経衰弱 ・貧血などで不眠 ・不安 ・動棒などの血産では+酸 養仁 ・柏子仁

●夢を見て驚きやすい者に適している

0皮 膚の津みには地上部の煎液で洗うと効果がある

0動 脈硬化等で癖れ、四肢が怠い、疼痛などの血鹿が認められる時には+丹 拳

●9～30g

●何首鳥 甘 、添精種子、黒髪悦顔、長生不死。 (薬性歌)

●交篠飲

【薬用部分】
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